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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ又はそれ以上の光活性剤と、
　アクリレートメタクリレートコポリマーを含む水分散性皮膜形成剤と、
　ジイソシアン酸イソホロンコポリマー(ＩＰＤＩ)を含む皮膚密着促進剤であって、前記
光活性剤に対する皮膚密着促進剤成分の重量比で１：８０乃至１：１の重量比を有する皮
膚密着促進剤と、
　トリメチルシロキシシリケートを含む色増強剤と、
　１つ又はそれ以上の着色剤と、
を含むことを特徴とする日焼け止め組成物。
【請求項２】
　前記水分散性皮膜形成剤が、前記組成物の総重量に基づいて０．０１乃至３０．０重量
％の量で存在することを特徴とする、請求項１に記載の日焼け止め組成物。
【請求項３】
　前記皮膚密着促進剤が、疎水性皮膚密着促進剤、親水性皮膚密着促進剤、又はこれらの
組合せであって、
（i）前記皮膚密着促進剤が、アジピン酸ポリジエチレングリコール／ＩＰＤＩコポリマ
ー；水添ヒマシ油／ＩＰＤＩコポリマー；ジイソステアリン酸ポリグリセリル－２／ＩＰ
ＤＩコポリマー；ジリシノレイン酸グリセリル／ＩＰＤＩコポリマー；ジリシノレイン酸
プロピレングリコール／ＩＰＤＩコポリマー；ジメチコノール／ＩＰＤＩコポリマー（及
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び）シクロメチコン；ビス－ＰＰＧ－１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポリマー及びこれらの
組合せから成る群から選択され、
(ii)前記皮膚密着促進剤が、ＰＥＧ－４０水添ヒマシ油／ＩＰＤＩコポリマー；ＰＥＧ－
２００水添ヒマシ油／ＩＰＤＩコポリマー、グリセレス－７／ヒドロキシステアレート／
ＩＰＤＩコポリマー及びこれらの組合せから成る群から選択されることを特徴とする、請
求項１または２のいずれかに記載の日焼け止め組成物。
【請求項４】
　前記皮膚密着促進剤が、前記組成物の総重量に基づいて０．０５重量％乃至１５．０重
量％の量で存在することを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか１つの請求項に記載の
日焼け止め組成物。
【請求項５】
　前記色増強剤が、トリメチルシロキシシリケート／ポリプロピルシルセスキオキサンシ
リコーン樹脂を含むことを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか１つの請求項に記載の
日焼け止め組成物。
【請求項６】
　前記色増強剤が、含水シリカ、フュームドシリカ、焼成シリカ、疎水性修飾シリカ、又
はこれらの組合せから成る群から選択されるシリカをさらに含むことを特徴とする、請求
項１乃至５のいずれか１つの請求項に記載の日焼け止め組成物。
【請求項７】
　前記色増強剤と前記１つ又はそれ以上の着色剤との重量比が、１：５０乃至１：０．０
５であることを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか１つの請求項に記載の日焼け止め
組成物。
【請求項８】
　前記１つ又はそれ以上の着色剤が、ヘンナ、カラメル、ゼニアオイエキス、ハイビスカ
スエキス、チロシン、緑茶、グリセルアルデヒド、オタネニンジン、エリスルロース、酸
化鉄、アナトー、群青顔料、ベータカロテン、カルミン、酸化クロム、酸化チタン、酸化
亜鉛、ビスマス化合物、ＦＤ＆Ｃ水溶性染料、銅粉末、グアニン、クルミエキス、酸化鉄
、マイカ、及びこれらの組合せを含むことを特徴とする、請求項１乃至７のいずれか１つ
の請求項に記載の日焼け止め組成物。
【請求項９】
　前記１つ又はそれ以上光活性剤が、ｐ－アミノ安息香酸及びその誘導体；ブチルメトキ
シジベンゾイルメタン；ベンゾフェノン；ヒドロキシ置換ベンゾフェノン；メトキシ置換
ベンゾフェノン；ベンゾフェノン－１；ベンゾフェノン－２；ベンゾフェノン－３；ベン
ゾフェノン－４；ベンゾフェノン－６；ベンゾフェノン－８；ベンゾフェノン－１２；メ
トキシシンナメート；ジヒドロキシプロピル－ｐ－アミノ安息香酸エチル；ｐ－アミノ安
息香酸グリセリル；ホモサレート；アントラニル酸メチル；オクトクリレン；ジメチルｐ
－アミノ安息香酸オクチル；メトキシケイ皮酸オクチル；サリチル酸オクチル；２－フェ
ニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸；サリチル酸トリエタノールアミン；３－（４
－メチルベンジリデン）カンファー；赤色ワセリン、３－（４－メチルベンジリジン）ボ
ラン－２－オン（メチルベンジジンカンファー）（ｒｅｄ　ｐｅｔｒｏｌａｔｕｍ，３－
（４－ｍｅｔｈｙｌｂｅｎｚｙｌｄｉｎｅ）ｂｏｒａｎ－２－ｏｎｅ（ｍｅｔｈｙｌｂｅ
ｎｚｉｎｄｉｎｅｃａｍｐｈｏｒ）；ベンゾトリアゾール；サリチレート；フェニルベン
ズイミダゾール－５－スルホン酸；メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチ
ルフェノール；アボベンゾン；４－イソプロピルジベンゾイルメタン；ブチルメトキシジ
ベンゾイルメタン；オクトクリレン；オクチサレート；オキシベンゾン；ビス－エチルヘ
キシルオキシフェノールメトキシトリアジン；４－イソプロピルジベンゾイルメタン；金
属酸化物；酸化亜鉛；オクチルトリエトキシシラノール；二酸化チタン；アルミナ；トリ
エトキシシラン；及びこれらの組合せから成る群から選択されることを特徴とする、請求
項１乃至８のいずれか１つの請求項に記載の日焼け止め組成物。
【請求項１０】
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　前記水分散性皮膜形成剤が、アクリレート／Ｃ12-22メタクリレートコポリマーを含み
、
　前記皮膚密着促進剤が、アジピン酸ポリジエチレングリコール／IPDLコポリマーを含む
ことを特徴とする請求項９に記載の日焼け止め組成物。
【請求項１１】
　前記１つ又はそれ以上の光活性剤が、ホモサレート；オクチサレート；オクトクリレン
；アボベンゾン；オキシベンゾン；ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシトリ
アジン；オクチルトリエトキシシラノール；トリエトキシシラン；二酸化チタン；酸化亜
鉛；アルミナ；及びこれらの組合せから成る群から選択されることを特徴とする、請求項
１０に記載の日焼け止め組成物。
【請求項１２】
　前記１つ又はそれ以上の光活性剤が、前記組成物の総重量に基づいて０．１重量％乃至
４０．０重量％の量で存在し、
　前記アクリレート／Ｃ12-22メタクリレートコポリマーを含む記水分散性皮膜形成剤が
、前記組成物の総重量に基づいて０．１重量％乃至５．０重量％の量で存在し、
　前記アジピン酸ポリジエチレングリコール／ＩＰＤＩコポリマーを含む前記皮膚密着促
進剤が前記組成物の総重量に基づいて０．０５重量％乃至３．０重量％の量で存在し、
　前記トリメチルシロキシシリケートを含む前記色増強剤が前記組成物の総重量に基づい
て０．１重量％乃至５．０重量％の量で存在し、前記１つ又はそれ以上の着色剤が、前記
組成物の総重量に基づいて０．０１重量％乃至５．０重量％の量で存在することを特徴と
する、請求項１０または１１のいずれかに記載の日焼け止め組成物。
【請求項１３】
　前記皮膚密着促進剤が、前記日焼け止め組成物の前記光活性剤に対して１：１５０乃至
１：０．１の重量比で存在し、
　前記色増強剤が、前記着色剤に対して１：５０乃至１：０．０５の重量比で存在する請
求項１０乃至１２のいずれか１つの請求項に記載の日焼け止め組成物。
【請求項１４】
　ＳＰＦ４を有し、前記１つ又はそれ以上の光活性剤が、２．０重量％の量で存在するオ
クチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含む日焼け止め組成物、又は、
　ＳＰＦ８を有し、前記１つ又はそれ以上の光活性剤が、５．０重量％の量で存在するオ
クチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含む日焼け止め組成物、又は、
　ＳＰＦ１５を有し、前記１つ又はそれ以上の光活性剤が、８．０重量％の量で存在する
オクチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含む日焼け止め組成物、又は
　ＳＰＦ３０を有し、前記１つ又はそれ以上の光活性剤が、１３．０重量％の量で存在す
るホモサレート、オクチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含む日焼け止め
組成物であることを特徴とする、請求項１０乃至１３のいずれか１つの請求項に記載の日
焼け止め組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
Ａ．試行分野
　本発明は、改善された耐水性、色強度（ｃｏｌｏｒ　ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ）、色持ち（
ｃｏｌｏｒ　ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ）、及び肌感触を有する、皮膚の外観を高める化粧品組
成物に関する。
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１４年５月２９日出願の米国特許仮出願番号第６２／００４，５４６号
の利益を主張し、その内容は参照のためその全体が本明細書に組み入れられる。
【背景技術】
【０００３】
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Ｂ．背景情報
　忙しい消費者は、日焼け防止、良好な色強度、良好な色持ち、水及び／又は汗耐性を提
供することができる多機能化粧品組成物を好むと同時に、皮膚上での感触が良好な製品を
要求する。従来の着色化粧品組成物は、これらの向上した品質の多くを提供するとが、消
費者がその製品を使い続けようとする意欲を低下させるような組成物の感触の欠点が存在
する場合がある。例えば、組成物が皮膚上で優れた色強度及び色持ちを有していたとして
も、耐水性が不十分である。あるいは、組成物は、優れた耐水性及び日焼け止め効果を有
していたとしても、肌感触が劣るため、消費者がこの製品の使用の際に最大限の日焼け防
止効果を与えるような使用方法を遵守する可能性を低くする。
【０００４】
　乳化剤は、その良好な肌感触を化粧品組成物に与えるためにしばしば用いられる。乳化
剤は、油中水滴（ｗ／ｏ）型又は水中油滴（ｏ／ｗ）型化粧品組成物のいずれかに対して
エマルションを安定化させる。しかしながら、ユーザがウォータースポーツ又はアクティ
ビティを行う場合、乳化剤は容易に水分と再乳化させるので、それにより組成物の耐水性
を減少させる。さらに、着色剤もまた容易に衣類又はタオルに色移りする。その結果、有
効成分（ａｃｔｉｖｅｓ）又は着色剤が水で洗い流され、製品は、仕様の機能を提供でき
なくなる。皮膜形成剤を添加することは、この問題の解決策となり得る。しかしながら、
水不溶性成分を処方することは難しいので、有効成分及び着色剤の両方に対して必要とさ
れる皮膜形成剤の濃度は非常に高い。高レベルの皮膜形成剤は、べとついた、適用の際に
塗り拡げるのが難しい、良好な肌感触を損なう製品をもたらす結果となる。
【０００５】
　さらに、消費者は、着色剤を伴う化粧品組成物を使用するとき、水に露出した後であっ
ても該組成物が良好な色強度及び良好な色持ちの両方を与えることを期待する。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明は、第１の態様において、水分散性皮膜形成成分と、皮膚密着促進剤成分と、色
増強剤（ｃｏｌｏｒ　ｅｎｈａｎｃｅｒ）成分と、１つ又はそれ以上の着色剤とを含む化
粧品組成物に向けられる。
【０００７】
　水分散性皮膜形成剤は、好ましくは、アクリレート／Ｃ12-22メタクリレートコポリマ
ー；ＰＰＧ－１７／ジイソシアン酸イソホロン／ジメチロールプロピオン酸コポリマー；
ポリウレタン－３２；ポリウレタン－３４；ポリウレタン－３５；ポリウレタン－４８；
小麦たんぱく加水分解物／ＰＶＰクロスポリマー；マルトデキストリン／ＶＰコポリマー
；ブチレート化ＰＶＰコポリマー；ＶＰ／ポリカルバミルポリグリコールエステル；ＶＰ
／メタクリル酸ジメチルアミノエチル／ポリカルバミルポリグリコールエステル；ＶＰ／
アクリル酸ジメチコニル／ポリカルバミルポリグリコールエステル；及びこれらの組合せ
から成る群から選択することができる。より好ましくは、水分散性皮膜形成剤は、アクリ
レート／Ｃ12-22メタクリレートコポリマー；ＰＰＧ－１７／ＩＰＤＩ／ＤＭＰＡコポリ
マー；ポリウレタン－３４；ＶＰ／ポリカルバミルポリグリコールエステル；又はこれら
の組合せである。より好ましくは、水分散性皮膜形成剤は、アクリレート／Ｃ12-22メタ
クリレートコポリマーである。水分散性皮膜形成剤は、組成物の総重量に基づいて約０．
０１乃至約３０．０重量％の量で存在することができる。
【０００８】
　皮膚密着促進剤は、疎水性、親水性、又はこれらの組合せとすることができる。皮膚密
着促進剤が疎水性である場合、これは、アジピン酸ポリジエチレングリコール／ＩＰＤＩ
コポリマー；水添ヒマシ油／ＩＰＤＩコポリマー；ジイソステアリン酸ポリグリセリル－
２／ＩＰＤＩコポリマー；ジリシノレイン酸グリセリル／ＩＰＤＩコポリマー；ジリシノ
レイン酸プロピレングリコール／ＩＰＤＩコポリマー；ジメチコノール／ＩＰＤＩコポリ
マー（及び）シクロメチコン；ビス－ＰＰＧ－１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポリマー；Ｐ
ＰＧ－１２／ＳＭＤＩコポリマー；アジピン酸／ジグリコールクロスポリマー；トリメチ
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ルペンタンジオール／アジピン酸／グリセリンクロスポリマー；ポリエステル－１０（及
び）ジ安息香酸プロピレングリコール；ポリエステル－７（及び）ネオペンチルグリコー
ルポリエステル；ＶＰ／ヘキサデセンコポリマー；ＶＰ／エイコセンコポリマー、トリコ
ンタニルＰＶＰ；アクリル酸／メタクリル酸イソボルニル／メタクリル酸イソブチルコポ
リマー／イソドデカン、イソドデカン中；メタクリル酸ベへニル／メタクリル酸ｔ－ブチ
ルコポリマー、イソドデカン中；水添ポリイソブテン；水添ポリシクロペンタジエン；ワ
セリン（及び）エチレン／プロピレン／スチレンコポリマー、ブチレン／エチレン／スチ
レンコポリマー；及びこれらの組合せから成る群から選択することができる。
【０００９】
　皮膚密着促進剤が親水性である場合、これは、ＰＥＧ－４０水添ヒマシ油／ＩＰＤＩコ
ポリマー；ＰＥＧ－２００水添ヒマシ油／ＩＰＤＩコポリマー；グリセレス－７／ヒドロ
キシステアレート／ＩＰＤＩコポリマー；ビス－ＰＰＧ－１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポ
リマー；ポリウレタン－１８；及びこれらの組合せから成る群から選択することができる
。
【００１０】
　好ましくは、皮膚密着促進剤は、アジピン酸ポリジエチレングリコール／ジイソシアン
酸イソホロンコポリマー；ポリエステル－７（及び）ネオペンチルグリコールポリエステ
ル；ＶＰ／エイコセンコポリマー；水添ポリイソブテン（及び）ブチレン／エチレン／ス
チレンコポリマー（及び）エチレン／プロピレン／スチレンコポリマー；ビス－ＰＰＧ－
１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポリマー；ポリウレタン－１８；又はこれらの組合せを含む
。皮膚密着促進剤は、好ましくは、組成物の総重量に基づいて約０．０５重量％乃至約１
５．０重量％の量で存在する。
【００１１】
　組成物の色増強剤は、ケイ素材料を含む。好ましくは、ケイ素材料は、シリコーン樹脂
、シリコーンクロスポリマー、シリコーンコポリマー、シリコーンエラストマー、シリコ
ーン樹脂エラストマーゲル、シリカ、フュームドシリカ、アモルファスシリカ、ジメチル
シリル化シリカ、疎水性修飾シリカ、含水シリカ、シリケート、及びこれらの組合せから
成る群から選択される。シリコーン樹脂は、好ましくは、トリメチルシロキシシリケート
／ポリプロピルシルセスキオキサンシリコーン樹脂；ポリメチルシルセスキオキサン；ポ
リフェニルシルセスキオキサン；Ｃ30-45アルキルジメチルシリルポリプロピルシルセス
キオキサン；ジメチコン（及び）ポリシリコーン－１１－クロスポリマー；ジメチコン（
及び）セテアリルジメチコンクロスポリマー；ジメチコン（及び）ジメチコンクロスポリ
マー；ステアロキシメチコン／ジメチコンコポリマー；ジメチコン（及び）ビニルジメチ
ル／トリメチルシロキシシリケート／ジメチコンクロスポリマー；又はこれらの組合せを
含むことができる。色増強剤はまた、含水シリカ、フュームドシリカ、焼成シリカ、疎水
性修飾シリカ、又はこれらの組合せから成る群から選択されるシリカを含むことができる
。好ましくは、色増強剤と１つ又はそれ以上の着色剤との重量比は、約１：５０乃至約１
：０．０５である。
【００１２】
　本発明の１つ又はそれ以上の着色剤は、ヘンナ、カラメル、ゼニアオイエキス、ハイビ
スカスエキス、チロシン、緑茶、グリセルアルデヒド、オタネニンジン、エリスルロース
、酸化鉄、アナトー、群青顔料、ベータカロテン、カルミン、酸化クロム、酸化チタン、
酸化亜鉛、Ｄ＆Ｃ水溶性染料、ビスマス化合物、ＦＤ＆Ｃ水溶性染料、銅粉末、グアニン
、クルミエキス、酸化鉄、マイカ、及びこれらの組合せを含むことができる。好ましくは
、１つ又はそれ以上の着色剤は、ヘンナ、カラメル、マイカ、パール顔料、パール光沢顔
料、及びこれらの組合せを含む。
【００１３】
　好ましくは、本発明の化粧品組成物は、１つ又はそれ以上の光活性剤をさらに含む。１
つ又はそれ以上光活性剤は、ｐ－アミノ安息香酸及びその誘導体；ブチルメトキシジベン
ゾイルメタン；ベンゾフェノン；ヒドロキシ置換ベンゾフェノン；メトキシ置換ベンゾフ
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ェノン；ベンゾフェノン－１；ベンゾフェノン－２；ベンゾフェノン－３；ベンゾフェノ
ン－４；ベンゾフェノン－６；ベンゾフェノン－８；ベンゾフェノン－１２；メトキシシ
ンナメート；ジヒドロキシプロピル－ｐ－アミノ安息香酸エチル；ｐ－アミノ安息香酸グ
リセリル；ホモサレート；アントラニル酸メチル；オクトクリレン；ジメチルｐ－アミノ
安息香酸オクチル；メトキシケイ皮酸オクチル；サリチル酸オクチル；２－フェニルベン
ズイミダゾール－５－スルホン酸；サリチル酸トリエタノールアミン；３－（４－メチル
ベンジリデン）カンファー；赤色ワセリン、３－（４－メチルベンジリジン）ボラン－２
－オン（メチルベンジジンカンファー）（ｒｅｄ　ｐｅｔｒｏｌａｔｕｍ，３－（４－ｍ
ｅｔｈｙｌｂｅｎｚｙｌｄｉｎｅ）ｂｏｒａｎ－２－ｏｎｅ（ｍｅｔｈｙｌｂｅｎｚｉｎ
ｄｉｎｅｃａｍｐｈｏｒ）；ベンゾトリアゾール；サリチレート；フェニルベンズイミダ
ゾール－５－スルホン酸；メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノ
ール；アボベンゾン；４－イソプロピルジベンゾイルメタン；ブチルメトキシジベンゾイ
ルメタン；オクトクリレン；オクチサレート；オキシベンゾン；ビス－エチルヘキシルオ
キシフェノールメトキシトリアジン；４－イソプロピルジベンゾイルメタン；金属酸化物
；酸化亜鉛；オクチルトリエトキシシラノール；二酸化チタン；アルミナ；トリエトキシ
シラン；及びこれらの組合せから成る群から選択することができる。
【００１４】
　別の態様において、本発明は、１つ又はそれ以上の光活性剤と；アクリレート／Ｃ12-2

2アルキルメタクリレートコポリマー、ＰＰＧ－１７／ＩＰＤＩ／ＤＭＰＡコポリマー、
ポリウレタン－３４、ＶＰ／ポリカルバミルポリグリコールエステル、又はこれらの組合
せを含む、水分散性皮膜形成剤と；アジピン酸ポリジエチレングリコール／ジイソシアン
酸イソホロンコポリマー、ポリエステル－７（及び）ネオペンチルグリコールポリエステ
ル、ＶＰ／エイコセンコポリマー、水添ポリイソブテン（及び）ブチレン／エチレン／ス
チレンコポリマー（及び）エチレン／プロピレン／スチレンコポリマー、ビス－ＰＰＧ－
１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポリマー、ポリウレタン－１８、又はこれらの組合せを含む
、皮膚密着促進剤と；シリコーン樹脂、シリコーンクロスポリマー、シリコーンコポリマ
ー、シリコーンエラストマー、シリコーン樹脂エラストマーゲル、シリカ、フュームドシ
リカ、アモルファスシリカ、ジメチルシリル化シリカ、疎水性修飾シリカ、含水シリカ、
シリケート、又はこれらの組合せを含む、色増強剤と；１つ又はそれ以上の着色剤と、を
含む日焼け止め組成物に向けられる。
【００１５】
　好ましくは、１つ又はそれ以上の光活性剤は、ホモサレート；オクチサレート；オクト
クリレン；アボベンゾン；オキシベンゾン；ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメト
キシトリアジン；オクチルトリエトキシシラノール；トリエトキシシラン；二酸化チタン
；酸化亜鉛；アルミナ；及びこれらの組合せから成る群から選択される。最も好ましくは
、１つ又はそれ以上の光活性剤は、ホモサレート、オクチサレート、ホモサレート、オク
トクリレン、アボベンゾン、又はこれらの組合せを含む。１つ又はそれ以上の光活性剤は
、組成物の総重量に基づいて約０．１重量％乃至約４０．０重量％の量で存在する。
【００１６】
　好ましくは、水分散性皮膜形成剤は、組成物の総重量に基づいて約０．０１重量％乃至
約３０．０重量％の量で存在する。より好ましくは、水分散性皮膜形成剤は、組成物の総
重量に基づいて約０．１重量％乃至約１０．０重量％の量で存在する。最も好ましくは、
水分散性皮膜形成剤は、組成物の総重量に基づいて約０．５重量％乃至約３．０重量％の
量で存在する。
【００１７】
　好ましくは、皮膚密着促進剤は、日焼け止め組成物の光活性剤に対して約１：１５０乃
至約１：０．１の重量比で存在する。より好ましくは、皮膚密着促進剤は、日焼け止め組
成物の光活性剤に対して約１：８０乃至約１：１の重量比で存在する。
【００１８】
　好ましくは、色増強剤は、着色剤に対して約１：５０乃至約１：０．０５の重量比で存
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在する。より好ましくは、色増強剤は、着色剤に対して約１：１０乃至約１：０．１の重
量比で存在する。最も好ましくは、色増強剤は、着色剤に対して約１：４乃至約１：０．
４の重量比で存在する。
【００１９】
　好ましくは、１つ又はそれ以上の着色剤は、ヘンナ、カラメル、ゼニアオイエキス、ハ
イビスカスエキス、チロシン、緑茶、グリセルアルデヒド、オタネニンジン、エリスルロ
ース、鉄化合物（酸化鉄を含む）、アナトー、群青顔料、ベータカロテン、カルミン、酸
化クロム、酸化チタン、酸化亜鉛、Ｄ＆Ｃ水溶性染料、ビスマス化合物、ＦＤ＆Ｃ水溶性
染料、銅粉末、グアニン、クルミエキス、酸化鉄、マイカ、又はこれらの組合せを含む。
より好ましくは、１つ又はそれ以上の着色剤は、ヘンナ、カラメル、マイカ、パール顔料
、パール光沢顔料、又はこれらの組合せを含む。１つ又はそれ以上の着色剤は、組成物の
総重量に基づいて約０．０１重量％乃至約２０．０重量％の量で存在する。より好ましく
は、１つ又はそれ以上の着色剤は、組成物の総重量に基づいて約０．０５重量％乃至約１
０．０重量％の量で存在する。より好ましくは、１つ又はそれ以上の着色剤は、組成物の
総重量に基づいて約０．０５重量％乃至約２．５重量％の量で存在する。
【００２０】
　さらに別の実施形態において、本発明は、４乃至３０のＳＰＦを提供するのに十分な量
の１つ又はそれ以上の光活性剤と；アクリレート／Ｃ12-22アルキルメタクリレートコポ
リマー、ＰＰＧ－１７／ＩＰＤＩ／ＤＭＰＡコポリマー、ポリウレタン－３４、ＶＰ／ポ
リカルバミルポリグリコールエステル、又はこれらの組合せを含む、水分散性皮膜形成剤
と；アジピン酸ポリジエチレングリコール／ジイソシアン酸イソホロンコポリマー、ポリ
エステル－７（及び）ネオペンチルグリコールポリエステル、ＶＰ／エイコセンコポリマ
ー、水添ポリイソブテン（及び）ブチレン／エチレン／スチレンコポリマー（及び）エチ
レン／プロピレン／スチレンコポリマー、ビス－ＰＰＧ－１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポ
リマー、ポリウレタン－１８、又はこれらの組合せを含む、皮膚密着促進剤と；シリコー
ン樹脂、シリコーンクロスポリマー、シリコーンコポリマー、シリコーンエラストマー、
シリコーン樹脂エラストマーゲル、シリカ、フュームドシリカ、アモルファスシリカ、ジ
メチルシリル化シリカ、疎水性修飾シリカ、含水シリカ、シリケート、又はこれらの組合
せを含む、色増強剤と；１つ又はそれ以上の着色剤と、を含む日焼け止め組成物に向けら
れる。
【００２１】
　好ましくは、水分散性皮膜形成剤は、組成物の総重量に基づいて約０．５重量％乃至約
３．０重量％の量で存在し、皮膚密着促進剤は、組成物の総重量に基づいて約０．１重量
％乃至約３．０重量％の量で存在し、色増強剤は、組成物の総重量に基づいて約０．２重
量％乃至約２．５重量％の量で存在する。
【００２２】
　この実施形態は、化粧品として許容可能な、担体、油、ステロール、アミノ酸、保湿剤
、粉体、着色剤、ｐＨ調整剤、香料、精油、化粧品活性成分、ビタミン、必須脂肪酸、ス
フィンゴ脂質、セルフタンニング剤、賦形剤、充填剤、乳化剤、酸化防止剤、界面活性剤
、キレート剤、ゲル化剤、濃厚剤、エモリエント剤、湿潤剤、保湿剤、鉱物、粘度調整剤
、流動調整剤、角質溶解剤、レチノイド、ホルモン化合物、アルファヒドロキシ酸、アル
ファケト酸、抗マイコバクテリア剤、抗真菌剤、抗菌剤、抗ウイルス剤、鎮痛剤、抗アレ
ルギー剤、抗ヒスタミン剤、抗炎症剤、抗刺激剤、抗腫瘍剤、免疫系ブースト剤、免疫系
抑制剤、抗アクネ剤、麻酔剤、消毒剤、防虫剤、皮膚冷却化合物、皮膚保護剤、皮膚浸透
増強剤、剥脱剤（ｅｘｆｏｌｉａｎｔ）、潤滑剤、芳香剤、着色剤、染色剤、脱色剤、色
素沈着低下剤（ｈｙｐｏｐｉｇｍｅｎｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）、防腐剤、安定剤、医薬品
、光安定化剤、及び球形粉末から成る群から選択される１つ又はそれ以上の添加剤をさら
に含むことができる。
【００２３】
　好ましくは、日焼け止め組成物は、ＳＰＦ４を有し、１つ又はそれ以上の光活性剤は、
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約２．０重量％の量で存在するオクチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含
む。好ましくは、日焼け止め組成物は、ＳＰＦ８を有し、１つ又はそれ以上の光活性剤は
、約５．０重量％の量で存在するオクチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを
含む。好ましくは、日焼け止め組成物は、ＳＰＦ１５を有し、１つ又はそれ以上の光活性
剤は、約８．０重量％の量で存在するオクチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾ
ンを含む。好ましくは、日焼け止め組成物は、ＳＰＦ３０を有し、１つ又はそれ以上の光
活性剤は、約１３．０重量％の量で存在するホモサレート、オクチサレート、オクトクリ
レン、及びアボベンゾンを含む。
【００２４】
　さらに別の実施形態において、本発明は、４乃至３０のＳＰＦを提供するのに十分な量
の１つ又はそれ以上の光活性剤と；アクリレート／Ｃ12-22アルキルメタクリレートコポ
リマー、ＰＰＧ－１７／ＩＰＤＩ／ＤＭＰＡコポリマー、ポリウレタン－３４、ＶＰ／ポ
リカルバミルポリグリコールエステル、又はこれらの組合せを含む、水分散性皮膜形成剤
と；アジピン酸ポリジエチレングリコール／ジイソシアン酸イソホロンコポリマー、ポリ
エステル－７（及び）ネオペンチルグリコールポリエステル、ＶＰ／エイコセンコポリマ
ー、水添ポリイソブテン（及び）ブチレン／エチレン／スチレンコポリマー（及び）エチ
レン／プロピレン／スチレンコポリマー、ビス－ＰＰＧ－１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポ
リマー、ポリウレタン－１８、又はこれらの組合せを含む、皮膚密着促進剤と；シリコー
ン樹脂、シリコーンクロスポリマー、シリコーンコポリマー、シリコーンエラストマー、
シリコーン樹脂エラストマーゲル、シリカ、フュームドシリカ、アモルファスシリカ、ジ
メチルシリル化シリカ、疎水性修飾シリカ、含水シリカ、シリケート、又はこれらの組合
せを含む、色増強剤と；１つ又はそれ以上の着色剤と、から本質的に成る日焼け止め組成
物に向けられる。
【００２５】
　本発明の組成物は、ローション、クリームゲル、又はスプレーとして処方することがで
きる。セルフタンニング剤もまたその中に処方することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下の本発明の説明及び添付の請求の範囲において、全ての濃度は別途指定のない限り
組成物の総重量に基づく重量パーセントによるものであることを理解されたい。適切な場
合、原料／成分のＩＮＣＩ（化粧品原料の国際命名法）名を用いる。
【００２７】
　本発明は、水に露出した後であっても良好な色強度及び色持ちの、改善された肌感触及
び外観を有する多機能化粧品組成物に向けられる。組成物は、以下の成分、すなわち皮膜
形成剤、皮膚密着促進剤、色増強剤、及び１つ又はそれ以上の着色剤を含む。これは、所
望の機能をユーザに提供する種々の異なる活性成分をさらに含むことができる。組み合わ
された個別成分の予期せぬ相乗効果が、水に露出した後であっても色強度及び色持ちを保
つので皮膚外観は引き続き向上する。本発明の化粧品組成物は、耐久性があり、色移りし
にくく、耐水性があり、色強度があり、使用者にとって快適であるという利点を有する。
化粧品組成物を薬学的に許容可能な担体成分と共に処方して、ローション、クリームゲル
、又はスプレーとして、異なる処方を提供することができる。
【００２８】
　本発明において有用な皮膜形成剤は、活性成分及び着色剤が機械的な力、すなわち摩擦
によって皮膚から除去されないように保護する。皮膜形成剤はまた、最終組成物の耐水性
に寄与し、活性成分及び着色剤が容易に洗い流されないようにする。日焼け止め組成物に
おいて、皮膜形成剤は、耐水性の要求を具体化するための重要な成分である。
【００２９】
　本発明において有用な皮膜形成剤は、１つ又はそれ以上のポリマーを含むことができる
。以下は適切なポリマーの例であるが、このリストは決して限定ではない。皮膜形成剤ポ
リマーは、乳化重合で得られるようなアクリレートコポリマー、より詳細には、メタクリ
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ル酸、メタクリル酸メチル、アクリル酸ブチル、及びメタクリル酸セチルエイコシニルの
モノマーから重合されたアクリレート／Ｃ12-22メタクリレートコポリマー；及びＰＰＧ
－１７／ジイソシアン酸イソホロン（ＩＰＤＩ）／ジメチローフプロピオン酸（ＤＭＰＡ
）コポリマーを含むことができる。水性ポリウレタンポリマー分散体も存在し、例えば、
アジピン酸、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、ジイソシアン酸ヘキ
サメチレン、エチレンジアミン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノエタンスルホン
酸の重合モノマーのナトリウム塩であるポリウレタン－３４；ポリテトラメチレングリコ
ール、ジイソシアン酸ヘキサメチレン、（ＩＰＤＩ）、エチレンジアミン、Ｎ－（２－ア
ミノエチル）－３－アミノエタンスルホン酸の重合モノマーのナトリウム塩であるポリウ
レタン－３２；アジピン酸、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、ジイ
ソシアン酸ジシクロヘキシルメタン、エチレンジアミン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３
－アミノエタンスルホン酸の重合モノマーのナトリウム塩であるポリウレタン－３５；及
びアジピン酸、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、ジイソシアン酸イ
ソホロン、イソホロンジアミン、Ｎ－２－（アミノエチル）－３－アミノエタンスルホン
酸の重合モノマーのナトリウム塩であるポリウレタン－４８である。ビニルピロリドン（
ＶＰ）及びポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）クロスポリマー、コポリマー及び／又はイン
ターポリマー、例えば、小麦たんぱく加水分解物／ＰＶＰクロスポリマー；マルトデキス
トリン／ＶＰコポリマー；ブチレート化／ＰＶＰコポリマー；ＶＰ／ポリカルバミルポリ
グリコールエステル；ＶＰ／メタクリル酸ジメチルアミノエチル／ポリカルバミルポリグ
リコールエステル；及びＶＰ／アクリル酸ジメチコニル／ポリカルバミルポリグリコール
エステルもまた有用である。当業者は、上記皮膜形成剤を組み合わせて用いて最終化粧品
組成物の所望の性質を達成することができることを理解するであろう。
【００３０】
　最も好ましい実施形態において、皮膜形成剤は、アクリレート／Ｃ12-22メタクリレー
トコポリマー；ＰＰＧ－１７／ＩＰＤＩ／ＤＭＰＡコポリマー；ポリウレタン－３４；Ｖ
Ｐ／ポリカルバミルポリグリコールエステル；又はこれらの組合せを含む。
【００３１】
　これらの好ましい皮膜形成剤は、Ａｓｈｌａｎｄ　Ｉｎｃ．から入手可能なＡＬＬＩＡ
ＮＺ（登録商標）ＯＰＴ；Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なＳ
ＯＬＴＥＸ（登録商標）ＯＰＴ　ＰＧ；Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ｃｏｒｐ．から入手可能なＡ
ＶＡＬＵＲＥ（登録商標）ＵＲ　４５０；Ａｌｚｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎ
ｃ．から入手可能なＰＯＬＹＤＥＲＭ（登録商標）ＰＰＧ－１７；Ｂａｙｅｒ　Ｍａｔｅ
ｒｉａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから入手可能なＢＡＹＣＵＳＡＮ（登録商標）；及び
Ｐｈｏｅｎｉｘ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，　Ｉｎｃ．から入手可能なＰＥＣＯＧＥＬ（登録商
標）として市販されている。
【００３２】
　皮膜形成剤は、化粧品組成物内に、化粧品組成物の総重量に基づいて少なくとも約０．
０１乃至約３０．０重量％の量で存在する。好ましくは、皮膜形成剤は、化粧品組成物の
総重量に基づいて少なくとも約０．０１乃至約１０．０重量％の量で存在する。最も好ま
しい実施形態において、皮膜形成剤は、化粧品組成物の総重量に基づいて少なくとも約０
．５乃至約３．０重量％の量で存在する。
【００３３】
　本発明の化粧品組成物は、１つ又はそれ以上のポリマーを含むことができる皮膚密着促
進剤をさらに含む。皮膚密着促進剤は、理論的には、活性成分をそのポリマー網目内に捕
捉して、活性成分が移動することを防止する。皮膚密着促進剤はまた、皮膜形成剤を軟化
させる可塑剤としても作用し、また皮膜形成成分と共に相乗的に機能して最終化粧品組成
物の耐水性を高める。処方の他の成分に応じて、皮膚密着促進剤は、疎水性、親水性、又
は両方の組合せにすることができる。当業者は、上記の皮膚密着促進剤を組み合わせて用
いて最終化粧品組成物の所望の性質を達成することができることを理解するであろう。
【００３４】
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　本発明において有用な疎水性皮膚密着促進剤ポリマーは、限定されないが、脂肪酸及び
ＩＰＤＩモノマーのコポリマーを含むことができる。このようなコポリマーの例は、アジ
ピン酸ポリジエチレングリコール／ＩＰＤＩコポリマー；水添ヒマシ油／ＩＰＤＩコポリ
マー；ジイソステアリン酸ポリグリセリル－２／ＩＰＤＩコポリマー；ジリシノレイン酸
グリセリル／ＩＰＤＩコポリマー；ジリシノレイン酸プロピレングリコール／ＩＰＤＩコ
ポリマー；ジメチコノール／ＩＰＤＩコポリマー（及び）シクロメチコン；ビス－ＰＰＧ
－１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポリマーを含む。有用な飽和メチレンジフェニルジイソシ
アネート（ＳＭＤＩ）コポリマーは、ＰＰＧ－１２／ＳＭＤＩコポリマーとすることがで
きる。アジピン酸モノマーの特定のクロスポリマーもまた有用である。これらのアジピン
酸モノマーのクロスポリマーの例は、アジピン酸／ジグリコールクロスポリマー；及びト
リメチルペンタンジオール／アジピン酸／グリセリンクロスポリマーである。疎水性皮膚
密着促進剤はまた、ポリエステル、例えば、エモリエント剤としてジ安息香酸プロピレン
グリコールと組み合わされたポリエステル－１０（本明細書においてポリエステル－１０
（及び）ジ安息香酸プロピレングリコールと呼ぶ）、又はエモリエント剤としてネオペン
チルグリコールポリエステルと組み合わされたポリエステル－７（本明細書においてポリ
エステル－７（及び）ネオペンチルグリコールポリエステルと呼ぶ）を含むことができる
。皮膚密着促進剤として有用な他のコポリマーは、ＶＰ又はＰＶＰコポリマー、例えば、
ＶＰ／ヘキサデセンコポリマー、ＶＰ／エイコセンコポリマー、及びトリコンタニルＰＶ
Ｐ；（メタ）アクリレートコポリマー、例えば、アクリル酸／メタクリル酸イソボルニル
／メタクリル酸イソブチルコポリマー／イソドデカン、イソドデカン中、又はメタクリル
酸ベへニル／メタクリル酸ｔ－ブチルコポリマー；又は水添オレフィンポリマー、例えば
、水添ポリイソブテン及びそのコポリマー；又は、水添ポリシクロペンタジエンとするこ
とができる。ゲルポリマー、例えば、ワセリン（及び）エチレン／プロピレン／スチレン
コポリマー、ブチレン／エチレン／スチレンコポリマーもまた本明細書において企図され
る。
【００３５】
　好ましい疎水性皮膚密着促進剤ポリマーは、ＰＯＬＹＤＥＲＭ（登録商標）ＰＰＩ－Ｐ
ＥとしてＡｌｚｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．から入手可能なアジピン酸ポ
リジエチレングリコール／ＩＰＤＩコポリマー；ＬＥＸＦＩＬＭ（登録商標）Ｓｕｎとし
てＩｎｏｌｅｘ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なポリエステル－７（
及び）ネオペンチルグリコールポリエステル；ＧＡＮＥＸ（登録商標）／ＡＮＴＡＲＯＮ
（登録商標）Ｖ－２２０／Ｖ－２２０ＦとしてＡｓｈｌａｎｄ　Ｉｎｃ．から入手可能な
ＶＰ／エイコセンコポリマー；ＰＡＲＬＥＡＭ（登録商標）ＧｅｌとしてＮＯＦ　Ｃｏｒ
ｐから入手可能な、水添ポリイソブテン（及び）ブチレン／エチレン／スチレンコポリマ
ー（及び）エチレン／プロピレン／スチレンコポリマーを、個別に又はそれらの組合せで
含む。
【００３６】
　本発明において有用な親水性皮膚密着促進剤は、限定されないが、以下のＩＰＤＩコポ
リマー、例えば、ＰＥＧ－４０水添ヒマシ油／ＩＰＤＩコポリマー；ＰＥＧ－２００水添
ヒマシ油／ＩＰＤＩコポリマー、グリセレス－７／ヒドロキシステアレート／ＩＰＤＩコ
ポリマー；ビス－ＰＰＧ－１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポリマー；及びポリウレタン－１
８；から個別に又はその組合せで選択される。
【００３７】
　好ましい親水性皮膚密着促進剤は、ＰＯＬＹＤＥＲＭ（登録商標）ＰＰＩ－ＳＩ－ＷＳ
としてＡｌｚｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．から入手可能なビス－ＰＰＧ－
１５ジメチコン／ＩＰＤＩコポリマー；及びＰＯＬＹＤＥＲＭ　ＰＥ／ＰＡとして同様に
Ａｌｚｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌから入手可能なポリウレタン－１８である。
【００３８】
　好ましくは、皮膚密着促進剤は、化粧品組成物の光活性剤に対する皮膚密着促進剤の重
量比で約１：１５０乃至約１：０．１、好ましくは約１：８０乃至約１：１の重量比で存
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在する。あるいは、皮膚密着促進剤は、全て組成物の総重量に基づいて、約０．０５乃至
約１５．０重量％の量、より好ましくは約０．１乃至約７．０重量％の量、最も好ましく
は約０．１乃至約３．０重量％の量で存在する。
【００３９】
　本発明の化粧品組成物は、色増強剤をさらに含む。色増強剤は、色強度を改善するため
に化粧品組成物中に着色剤が均一に分布することを促進し、また、着色剤が皮膚から擦れ
落ちて又は色移りして衣服及び他の基材上に付着することを防止する。これは、化粧品処
方内での着色剤の濡れを向上させる。色増強剤は、ケイ素を含む材料を含むことが好まし
い。
【００４０】
　このような本発明のケイ素ベースの色増強剤は、限定されないが、好ましくは、シリコ
ーン樹脂、シリコーンクロスポリマー、シリコーンコポリマー、シリコーンエラストマー
、シリコーン樹脂エラストマーゲル、シリカ、フュームドシリカ、アモルファスシリカ、
ジメチルシリル化シリカ、疎水性修飾シリカ、含水シリカ、シリケート、及びこれらの組
合せから選択される。本発明で有用な好ましい色増強剤は、トリメチルシロキシシリケー
トのコポリマー又はクロスポリマー、例えば、トリメチルシロキシシリケート／ポリプロ
ピルシルセスキオキサンコポリマー；ポリメチルシルセスキオキサン；ポリフェニルシル
セスキオキサン；Ｃ30-45アルキルジメチルシリルポリプロピルシルセスキオキサンを含
む。ジメチコンコポリマー又はクロスポリマー、例えば、ジメチコン（及び）ポリシリコ
ーン－１１－クロスポリマー；ジメチコン（及び）セテアリルジメチコンクロスポリマー
；ジメチコン（及び）ジメチコンクロスポリマー；ステアロキシメチコン／ジメチコンコ
ポリマー；及び／又はジメチコン（及び）ビニルジメチル／トリメチルシロキシシリケー
ト／ジメチコンクロスポリマーは、全て企図される。色増強剤として有用なシリカは、限
定されないが、含水シリカ、フュームドシリカ、焼成シリカ、及び／又は疎水性修飾シリ
カを含む。カオリンもまた色増強剤として使用することができる。最終化粧品組成物の所
望の性質を処方するには１つ又はそれ以上の色増強剤が必要とされる場合があることが当
業者には知られている。
【００４１】
　好ましい色増強剤は、ＢＥＬＳＩＬ（登録商標）としてＷａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｅ　
ＡＧから入手可能な、又はＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇによるＭＱ樹脂系列の、並びに他の供
給者の、トリメチルシロキシシリケート；Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇの別のＭＱ樹脂である
トリメチルシロキシシリケート（及び）ポリプロピルシルセスキオキサン；ＧＲＡＮＳＩ
Ｌ（登録商標）ＤＭＧ－３としてＧｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．から入手
可能なジメチコン（及び）ポリシリコーン－１１である。好ましいシリカは、ＣＡＢ－Ｏ
－ＳＩＬ（登録商標）としてＣａｂｏｔ　Ｃｏｒｐ．から、又はＳＹＬＯＩＤ（登録商標
）としてＷＲ　Ｇｒａｃｅ　＆　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能である。
【００４２】
　色増強剤は、好ましくは、本発明の化粧品組成物中に、色増強剤と着色剤との重量比が
約１：５０乃至約１：０．０５の範囲で存在する。好ましくは、色増強剤と着色剤との重
量比は、約１：１０乃至約１：０．１の範囲であり、最も好ましくは、重量比は約１：４
乃至約１：０．４の範囲である。あるいは、色増強剤は、好ましくは、約０．０１重量％
乃至約１０．０重量％、より好ましくは約０．０５重量％乃至約１０．０重量％、最も好
ましくは約０．０５重量％乃至約２．５重量％の量で存在する。
【００４３】
　着色剤は、本発明の化粧品組成物に多様な色を与えて皮膚外観をさらに向上させる。こ
のような着色剤は、特に化粧品分野の当業者に既知であり、限定されないが、ヘンナ、カ
ラメル、ゼニアオイエキス、ハイビスカスエキス、チロシン、緑茶、グリセルアルデヒド
、オタネニンジン、エリスルロース、鉄化合物（酸化鉄を含む）、アナトー、群青顔料、
ベータカロテン、カルミン、酸化クロム、酸化チタン、酸化亜鉛、Ｄ＆Ｃ水溶性染料、ビ
スマス化合物、ＦＤ＆Ｃ水溶性染料、銅粉末、グアニン、クルミエキス、酸化鉄、マイカ
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、及びこれらの組合せを含むことができる。ヘンナ、カラメル、マイカ、パール顔料、パ
ール光沢顔料、及びこれらの組合せが好ましい。
【００４４】
　パール光沢顔料が最も好ましく、チタン又はオキシ塩化ビスマス被覆マイカなどの白色
パール光沢顔料；酸化鉄を有する酸化チタン被覆マイカ、フェリックブルー（ｆｅｒｒｉ
ｃ　ｂｌｕｅ）又は酸化クロムを有する酸化チタン被覆マイカなどの着色パール光沢顔料
；又は上記タイプの有機顔料を有する酸化チタン被覆マイカ、及びオキシ塩化ビスマスに
基づくパール光沢顔料から選択することができる。
【００４５】
　着色剤（ｃｏｌｏｒａｎｔ）は、本発明の化粧品組成物中に、全て組成物の総重量に基
づいて、これらの皮膚着色剤（ｓｋｉｎ　ｃｏｌｏｒｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）の、約０．０
１重量％乃至約２０．０重量％、好ましくは約０．０５重量％乃至約１０．０重量％、よ
り好ましくは約０．０５重量％乃至約２．５重量％、最も好ましくは約０．１重量％から
約１．５重量％で存在する。
【００４６】
　本発明の化粧品組成物は、任意に、限定されないが、化粧品として許容可能な担体、油
、ステロール、アミノ酸、保湿剤、粉体、紫外線吸収剤又は光活性剤、着色剤（顔料及び
／又は染料を含む）、ｐＨ調整剤、香料、精油、化粧品活性成分、ビタミン、必須脂肪酸
、スフィンゴ脂質、セルフタンニング化合物、例えば、ジヒドロキシアセトン（ＤＨＡ）
及びエリスルロース、日焼け止め、賦形剤、充填剤、乳化剤、酸化防止剤、界面活性剤、
皮膜形成剤、キレート剤、ゲル化剤、濃厚剤、エモリエント剤、湿潤剤、保湿剤、鉱物、
粘度及び／又は流動調整剤、角質溶解剤、レチノイド、ホルモン化合物、アルファヒドロ
キシ酸、アルファケト酸、抗マイコバクテリア剤、抗真菌剤、抗菌剤、抗ウイルス剤、鎮
痛剤、抗アレルギー剤、Ｈ１又はＨ２抗ヒスタミン剤、抗炎症剤、抗刺激剤、抗腫瘍剤、
免疫系ブースト剤、免疫系抑制剤、抗アクネ剤、麻酔剤、消毒剤、防虫剤、皮膚冷却化合
物、皮膚保護剤、皮膚浸透増強剤、剥脱剤、潤滑剤、芳香剤、着色剤、染色剤、脱色剤、
色素沈着低下剤、防腐剤、安定剤、医薬品、光安定化剤、球形粉末、及びそれらの混合物
から選択される他の活性成分又は不活性成分を含むことができる。
【００４７】
　本発明の化粧品組成物はまた、他の任意成分を有することができる。例えば、１つ又は
それ以上の芳香剤：植物エキス；吸収剤；濃厚剤／流動調整剤；サリチル酸；アルファ及
びベータヒドロキシ酸；ビタミンＡ、Ｃ、及びＥを含むビタミン類；レチノール及びその
誘導体；防腐剤、又はそれらのいずれかの混合物を化粧品組成物に含めることができる。
【００４８】
　本発明の化粧品組成物の例示的な実施形態は、組成物の総重量に基づいて、約０．０１
重量％乃至約３０．０重量％の水分散性皮膜形成剤；約０．０５重量％乃至約１５．０重
量％の皮膚密着促進剤；約０．０１重量％乃至約２０重量％の着色剤；及び着色剤に対す
る重量比が約１：５０乃至約１：０．０５の色増強剤を含むことができる。
【００４９】
　本発明の化粧品組成物の別の例示的な実施形態は、組成物の総重量に基づいて、約０．
１重量％乃至約１０．０重量％の水分散性皮膜形成剤；約０．０５重量％乃至約７．０重
量％の皮膚密着促進剤；約０．１重量％乃至約５．０重量％の着色剤；及び着色剤に対す
る重量比が約１：１０乃至約１：０．１の色増強剤を含むことができる。
【００５０】
　本発明の化粧品組成物のさらに別の例示的な実施形態は、組成物の総重量に基づいて、
約０．５重量％乃至約３．０重量％の皮膜形成剤；約０．１重量％乃至約３．０重量％の
皮膚密着促進剤；約０．１重量％乃至約５．０重量％の着色剤；及び着色剤に対する重量
比が約１：４乃至約１：０．４の色増強剤を含むことができる。
【００５１】
　最も好ましい実施形態において、本発明の化粧品組成物は、組成物中に１つ又はそれ以
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上の光活性剤を配合することによる日焼け止め組成物を含む。本発明で用いることができ
る１つ又はそれ以上の光活性剤は、紫外線の有害な影響を吸収又は阻止することが可能な
ものでなければならない。加えて、これらは、皮膚に塗布したときに無毒性及び非刺激性
でなければならない。日焼け止め組成物において用いることができる適切な光活性剤は、
限定されないが、ｐ－アミノ安息香酸及びその誘導体；ブチルメトキシジベンゾイルメタ
ン；ベンゾフェノン；ヒドロキシ置換ベンゾフェノン；メトキシ置換ベンゾフェノン；ベ
ンゾフェノン－１；ベンゾフェノン－２；ベンゾフェノン－３；ベンゾフェノン－４；ベ
ンゾフェノン－６；ベンゾフェノン－８；ベンゾフェノン－１２；メトキシシンナメート
；ジヒドロキシプロピル－ｐ－アミノ安息香酸エチル；ｐ－アミノ安息香酸グリセリル；
ホモサレート；アントラニル酸メチル；オクトクリレン；ジメチルｐ－アミノ安息香酸オ
クチル；メトキシケイ皮酸オクチル；サリチル酸オクチル；２－フェニルベンズイミダゾ
ール－５－スルホン酸；サリチル酸トリエタノールアミン；３－（４－メチルベンジリデ
ン）カンファー；赤色ワセリン、３－（４－メチルベンジリジン）ボラン－２－オン（メ
チルベンジジンカンファー）（ｒｅｄ　ｐｅｔｒｏｌａｔｕｍ，３－（４－ｍｅｔｈｙｌ
ｂｅｎｚｙｌｄｉｎｅ）ｂｏｒａｎ－２－ｏｎｅ（ｍｅｔｈｙｌｂｅｎｚｉｎｄｉｎｅｃ
ａｍｐｈｏｒ）；ベンゾトリアゾール；サリチレート；フェニルベンズイミダゾール－５
－スルホン酸；メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール；アボ
ベンゾン；４－イソプロピルジベンゾイルメタン；ブチルメトキシジベンゾイルメタン；
オクチサレート；オキシベンゾン；ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシトリ
アジン；４－イソプロピルジベンゾイルメタン；金属酸化物；酸化亜鉛；オクチルトリエ
トキシシラノール；二酸化チタン；アルミナ；トリエトキシシラン；及びこれらの組合せ
を含む。
【００５２】
　好ましい日焼け止め剤は、アボベンゾン、ベンゾフェノン－３、メトキシケイ皮酸オク
チル、サリチル酸オクチル、ホモサレート、酸化亜鉛、オクトクリレン、二酸化チタン、
又はこれらの組合せである。１つ又はそれ以上の日焼け止め剤は、本組成物中に、組成物
の総重量に基づいて約１．０重量％乃至約４０．０重量％の量で含まれる。組成物中の光
活性剤の量及び種類は、所望の太陽光線保護指数（ＳＰＦ）に応じて上記範囲で変更され
る。ＳＰＦが高いほど光活性剤の総量を多くする。好ましくは、１つ又はそれ以上の光活
性剤は、約２乃至約５０のＳＰＦを達成するために約１重量％乃至約３５重量％の量で存
在する。
【００５３】
　本発明の１つの実施形態において、化粧品組成物は、アクリレート／Ｃ12-22アルキル
メタクリレートコポリマー、ＰＰＧ－１７／ＩＰＤＩ／ＤＭＰＡコポリマー、ポリウレタ
ン－３４、ＶＰ／ポリカルバミルポリグリコールエステル、及びこれらの組合せから成る
群から選択される、約０．１重量％乃至約１０．０重量％の１つ又はそれ以上の皮膜形成
剤と；アジピン酸ポリジエチレングリコール／ＩＰＤＩコポリマー、ポリエステル－７（
及び）ネオペンチルグリコールポリエステル、ＶＰ／エイコセンコポリマー、水添ポリイ
ソブテン（及び）ブチレン／エチレン／スチレンコポリマー（及び）エチレン／プロピレ
ン／スチレンコポリマー、ビス－ＰＰＧ－１５ジメチコン／ＩＰＤＩ、ポリウレタン－１
８、及びこれらの組合せから成る群から選択される、約０．０５重量％乃至約１５．０重
量％の１つ又はそれ以上の皮膚密着促進剤と；トリメチルシロキシシリケート、トリメチ
ルシロキシシリケート（及び）ポリプロピルシルセスキオキサン樹脂、ジメチコン（及び
）ポリシリコーン－１１、フュームドシリカ、含水シリカ、及びこれらの組合せから成る
群から選択される、約０．２重量％乃至約２．５重量％の１つ又はそれ以上の色増強剤と
、１つ又はそれ以上の着色剤とを含み、ここで該組成物は、８０分間に至るまで非常に耐
水性である。
【００５４】
　本発明の別の実施形態において、化粧品組成物は、約１．０重量％乃至約３．０重量％
の皮膜形成剤と、約０．０５重量％乃至約１．０重量％の皮膚密着促進剤と、約０．２重
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量％乃至約２．５重量％の色増強剤と、約２．０重量％の１つ又はそれ以上光活性剤とを
含む、ＳＰＦ４を有する日焼け止め組成物である。好ましくは、光活性剤は、オクチサレ
ート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含む。
【００５５】
　本発明のさらに別の実施形態において、化粧品組成物は、約１．０重量％乃至約３．０
重量％の皮膜形成剤と、約０．０５重量％乃至約１．０重量％の皮膚密着促進剤と、約０
．２重量％乃至約２．５重量％の色増強剤と、約５．０重量％の１つ又はそれ以上光活性
剤とを含む、ＳＰＦ８を有する日焼け止め組成物である。好ましくは、光活性剤は、オク
チサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含む。
【００５６】
　本発明のさらに別の実施形態において、化粧品組成物は、約１．０重量％乃至約３．０
重量％の皮膜形成剤と、約０．０５重量％乃至約１．０重量％の皮膚密着促進剤と、約０
．２重量％乃至約２．５重量％の色増強剤と、約８．０重量％の１つ又はそれ以上光活性
剤とを含む、ＳＰＦ１５を有する日焼け止め組成物である。好ましくは、光活性剤は、オ
クチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含む。
【００５７】
　本発明の特定の実施形態において、化粧品組成物は、約１．０重量％乃至約３．０重量
％の皮膜形成剤と、約０．０５重量％乃至約１．０重量％の皮膚密着促進剤と、約０．２
重量％乃至約２．５重量％の色増強剤と、約１３．０重量％の１つ又はそれ以上光活性剤
とを含む、ＳＰＦ３０を有する日焼け止め組成物である。好ましくは、光活性剤は、ホモ
サレート、オクチサレート、オクトクリレン、及びアボベンゾンを含む。
【００５８】
　１つ又はそれ以上の着色剤は、前記日焼け止め組成物中に約０．１重量％乃至約５．０
重量％の量で含めることができる。セルフタンニング剤もまた同様に配合することができ
る。
【００５９】
　化粧品組成物は、当該分野で周知の技術及び方法を用いて調製することができる。一般
に、濃厚剤、キレート剤、湿潤剤、ｐＨ調整剤、水分散性皮膜形成剤、親水性皮膚密着促
進剤、及び／又は水溶性活性成分といった全ての水溶性成分を主容器に入れる。この水相
を均一になるまで混合し、約８０℃に加熱する。別の容器に、溶媒、エモリエント剤、乳
化剤、エマルション安定化剤、防腐剤、疎水性皮膚密着促進剤、及び／又は、光活性剤を
含む油溶性活性成分といった油溶性成分を均一になるまで混合し、約８０℃に加熱する。
油相を水相に加えて均一になるまで５分間ホモジナイズし、得られた混合物を室温まで冷
却する。冷却期間中に残りの成分を加えて混合する。熱に弱い成分はこの時点で加える。
【００６０】
　次いで本発明の化粧品組成物は、化粧品組成物、特に日焼け止め組成物用に適した、ア
ルコールベースのスプレー、又は他の許容可能な担体を含む、ローション、クリームゲル
、スプレーとして処方され包装される。
【００６１】
　以下の本発明の処方及び比較処方の試験は、予期せぬことに、水分散性皮膜形成剤、皮
膚密着促進剤、及び色増強剤の相乗効果が互いに機能して本発明の化粧品組成物の色強度
及び色持ちを改善することを示す。
【００６２】
　被験者の前腕の皮膚の初期色読取値を、国際照明委員会（Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｅ　ｄｅ　ｌ’Ｅｃｌａｉｒａｇｅ、又はＣＩＥ）によって定め
られた明度Ｌ*、並びに色座標ａ*及びｂ*によって特徴付けられる色空間内にプロットさ
れる数値によって表される３つのセンサを備えたＫｏｎｉｃａ分光光度計ＣＭ－２６００
Ｄを用いて測定した。
【００６３】
　各試料２５ミリグラムを被験者の前腕の直径４ｃｍの円形の試験領域内に軽く塗り拡げ
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た。試料を皮膚上で５分間乾燥させた。ベースラインと試料塗布後との間の色差を表す第
２の読取値ΔＥ１を取得した。塗布後に良好な色強度を示す試料にプラス記号「＋」で印
を付ける。生データをステューデントｔ－検定を用いて統計的に解析した。
【００６４】
　その後、試験領域に湿式摩擦（ｗｅｔ－ｒｕｂ）法を行って、水に露出した後の人間の
皮膚上の試料の色持ちを評価した。この方法は、塗布領域を水に露出する影響をシミュレ
ーションする。初期塗布が乾燥した後、約２５０ｍｌの水道水を用いて試験領域を完全に
濡らした。濡れた試験領域の上にペーパータオルを置き、２ポンドのウエスト／角度おも
り（ｗａｉｓｔ／ａｎｇｌｅ　ｗｅｉｇｈｔ）を予め巻き付けたペイントローラ（６イン
チ×３／４インチのナップ）をペーパータオルの上で転がして、前腕試験領域とペーパー
タオルとの間の摩擦を生じさせた。２０回前後に転がした後、初期塗布時と湿式摩擦後と
の間の色差を表す第３の読取値ΔＥ２をその後で取得した。初期塗布後と湿式摩擦後との
色強度を比較したときに良好な色持ちを示す試料にプラス記号「＋」で印を付ける。生デ
ータをステューデントｔ－検定を用いて統計的に解析した。
【００６５】
　ローションである基本処方Ａを、化粧品組成物を処方する当業者に公知の方法を用いて
調製した。基本処方Ａの成分を以下の表Ｉに示す。本発明の化粧品組成物の個々の成分を
用いて試料を調製して試験し、次いで皮膜形成剤、皮膚密着促進剤、及び色増強剤が同じ
組成物中に存在するときの相乗効果を際立たせる本発明の化粧品組成物と比較した。
【表１】

*組成物の総重量に基づく
【００６６】
　表ＩＩに示すように、試料１乃至６は、基本処方Ａを基本組成物として用い、本発明の
化粧品組成物の個別の成分の１つ又はそれ以上を配合して調製した。試料７は、基本処方
と当時に用いたときの皮膜形成剤、皮膚密着促進剤、及び色増強剤の予期せぬ相乗効果を
実証する本発明の組成物である。
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【表２】

【００６７】
　耐水性試験は、２１　Ｃ．Ｆ．Ｒ．§３５２．７２（ａ）に従って行った。試料１乃至
７は、８０分間にわたって２０１１年米国食品医薬品局（ＦＤＡ）耐水性ガイドラインに
適合し又はこれを超えた。
【００６８】
　いかなる皮膜形成剤も皮膚密着促進剤も色増強剤も含まない対照である基本処方Ａロー
ションは、初期の色強度に劣り、その後の湿式摩擦後の色持ちも劣ることを示した。試料
１、３、４及び６は、対照と比較して、皮膚の色及び色持ちに有意な改善を示さなかった
。試料２及び試料５は、色強度の有意な改善を示さなかったが、対照と比較して湿式摩擦
後の色持ちの有意な改善を示した。本発明の組成物である試料７のみが、対照の性能と比
較して色強度及び色持ちの両方で統計的に有意な改善を示した。
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【表３】

*ステューデントｔ－検定によりｐ＜０．０５
【００６９】
　第２の処方である基本処方Ｂを、化粧品組成物を処方する当業者に公知の方法を用いて
調製した。低粘度スプレーローションである基本処方Ｂの成分を以下の表ＩＩＩに示す。
本発明の化粧品組成物の個別の成分を用いて試料を調製し、次いで皮膜形成剤、皮膚密着
促進剤、及び色増強剤が同じ組成物中に存在するときの相乗効果を際立たせる本発明の化
粧品組成物と比較した。
【表４】

*組成物の総重量に基づく
【００７０】
　表ＩＶに示すように、試料８及び９は、基本処方Ｂを用い、本発明の組成物の個別の成
分の１つ又はそれ以上を配合して調製した。試料１０は、基本処方と当時に用いたときに
皮膜形成剤、皮膚密着促進剤、及び色増強剤の予期せぬ相乗効果を示す本発明の組成物で
ある。
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【表５】

【００７１】
　耐水性試験は、２１　Ｃ．Ｆ．Ｒ．§３５２．７２（ａ）に従って行った。試料１０は
、８０分間にわたる２０１１年米国食品医薬品局（ＦＤＡ）耐水性ガイドラインに適合し
又はこれを超えた。
【表６】

*ステューデントｔ－検定によりｐ＜０．０１
【００７２】
　本発明の組成物である試料１０は、予期せぬことに、試料８及び９のどちらよりも初期
色強度及び湿式摩擦後の色持ちに有意な改善を示した。
【００７３】
　第３の処方である基本処方Ｃを、化粧品組成物を処方する当業者に公知の方法を用いて
調製した。クリームゲルである処方Ｃの成分を以下の表Ｖに示す。本発明の化粧品組成物
の個別の成分を用いて試料を調製し、次いで皮膜形成剤、皮膚密着促進剤、及び色増強剤
が同じ組成物中に存在するときの相乗効果を際立たせる本発明の化粧品組成物と比較した
。
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【表７】

*組成物の総重量に基づく
【００７４】
　表ＶＩに示すように、試料１１は、クリームゲルとして基本処方Ｃを用い、皮膚密着促
進剤のみを配合して調製した。試料１２は、基本処方と当時に用いたときに皮膜形成剤、
皮膚密着促進剤、及び色増強剤の予期せぬ相乗効果を示す本発明の組成物である。

【表８】

【００７５】
　本発明の組成物である試料１２は、試料１１と比較したときに全体としての色強度の統
計的に有意な改善を示した。

【表９】
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*ステューデントｔ－検定によりｐ＜０．０５
【００７６】
　本発明の組成物をさらに評価するために、試料１０と同様の皮膜形成剤、皮膚密着促進
剤、及び色増強剤を含む本発明の低粘度処方を消費者によって２週間にわたって家庭使用
試験（ｈｏｍｅ－ｕｓｅ　ｔｅｓｔ）を用いて評価した。全部で１５６人の消費者中、回
答者の７０％超が、本発明の処方は、日焼けした見た目、美しい皮膚の艶、自然に見える
色、並びに筋状の跡が残らない色（ｓｔｒｅａｋ－ｆｒｅｅ　ｃｏｌｏｒ）を与えるなど
、外観を向上させたことに同意した。回答者の少なくとも７３％は、色が擦れ落ちて衣服
に付着することがなかったことに同意した。回答者の７５％超が、この特定の処方は皮膚
上での感触が良く、皮膚に脂ぎった感触を残さず、皮膚の色調を一様にすることに役立っ
たことに同意した。
【００７７】
　上記発明は、上で挙げた目的を達成する。皮膜形成剤、皮膚密着促進剤、及び色増強剤
を含む本発明の組成物は、耐水性であり、予期せぬことに、改善された色強度及び色持ち
を提供し、脂ぎっていない皮膚感触及び外観を与える。
【００７８】
　本発明を特定の好ましい実施形態との関連で具体的に説明してきたが、当業者には、多
くの代替、改変及び変形が上記説明に鑑みて明らかとなるであろう。従って、添付の特許
請求の範囲は、そのような代替、改変及び変形を本発明の範囲及び思想内に入るものとし
て包含することが意図される。
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